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した。 それ まで一部 の研究者や教育機関のみ
で利用 され ていたウ ェブが一般 に広 まった こ
とによ り,コ ンピュータに詳 しくない,ま た
は利用 に慣 れていないユ ーザが増え,ウ ェブ
において使 いやす さが求 め られ るようにな っ
た。 そ の中で,「 ウェブデザイ ン」 とい う言
葉 が定着 し,特 にユ ーザ ビリテ ィという考え
方へ の注 目が集 ま った。現在 では,ユ ーザ ビ
リテ ィが,ウ ェブサイ トの善 し悪 しを判断す
る一つ の基準 とまでな っている。
しか し,現 状 でユーザ ビリテ ィに対す る取
り組 みを積極 的に行 っているのは,ウ ェブサ
イ トを ビジネス 目的で利用す る企業 のサイ ト
やニ ュースサイ トな どの大規模 なサイ トが多
く,専 門家 ではない個人 が制作 したサイ トで
は,未 だユーザ ビリテ ィに対す る意識 は低 い
ものが 目立 つ。
そ こで,本 研 究では,初 心者 を対象 とした
ユーザ ビ リテ ィについての情報 や教育 が不足
してい ると考え,こ の現状 を改善す るために,
ユーザ ビ リテ ィに基 本をおいたウ ェブデザイ










































を重要視 し,書 籍 の形態を とってい る。 以
下 にその特徴 を挙 げる。
。ユーザ ビリテ ィの視点か らの実際のサイ
ト制作 の流れ にそ った構成






完成 した ウェブサイ トのユーザ ビリテ ィテ
ス トを行 うための 自己評価 ツールで ある。
実習の内容や個人 の必要 に合 わせた項 目の
提示ができ るよ う,ウ ェブ上で の提供 と し
た。 以下に特徴 を挙 げる。
・70項目近 くのユーザ ビリテ ィのチェ ック
項 目を,テ キス トの章立 てに対応 させて
分類
・実習 の進度 や個人の必要性 に合わせた項
目の提示が可能
以上二つ の教材 を用 いることで,ユ ーザ ビ
リテ ィを高 めるウェブデザ イ ンの習得が可 能
となる。具体的 な想定利用状況は,大 学にお
ける初等情報教育 と し,対 象 は初等情報教育
の受講生で,か つ ウェブサイ ト制作の初心者
とす る。
4.試 作
提案教材 を構成す るテキス トとチ ェック シ
ステムにつ いてそれぞれ解説 する。
テ キス ト
試作 したテキ ス トは,図1に 示す通 りで あ
る。サ イズはB5版,全 ペー ジ数48ペー ジ
(本文32ページ)と な って いる。
チ ェ ックシステム
HTML,JavaScriptを用 いてチ ェ ックシ




ト項 目が提示 され る。 ユーザ はここでテ
ス トしたい項 目を選択す る。
STEP2
第二 の画 面 と して,STEP1で 選択 した
項 目についてのチ ェック項 目が提示 され
る。 ユーザは制作 したウェブサイ トと照
ら し合 わせなが ら該 当す る項 目にチ ェッ
クを入れ,「結 果の表示」 ボ タンを押す。
STEP3
結果 として,到 達率 とテキス トの参照ペー
ジ,解 説へ の リンクボタンが提示 される。
解説 では,各 チェ ック項 目についての詳
細 な説明 を読む ことができる。
5.ま とめ と今後の課題
本研究で は,初 心者を対象 としたユー ザ ビ
リテ ィを高 めるための ウェブザイ ンの教材を
提案 し,試 作 した。
今後 は,提 案 した教材の評価が必要 になる。
評価 は,名 古屋大学理 系教養科 目にて実際 に
使用 して もらうことで得る予定で ある。
図1テ キス ト外観
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